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センター長ご挨拶

地域連携センター長　菊永　茂司

　本学に地域連携センターが設立されて今年で２年目を迎えます。昨年度の活動実績を振りかえって

みると、包括連携協定を締結した岡山市教育委員会や早島町、こくさいこどもフォーラム岡山と本学

との連携は、開催された種々のイベントへの学生のボランティア活動が主となっていました。

　学生は、ボランティア活動をとおして多様な体験を積み上げることで、大学における勉学の動機づけ、

学びの振り返りや気づき、満足度、到達度の確認等による学習意欲の向上に加え、価値観の多様性の

認識、人間関係の機微の理解等の社会性の修得につながるものと考えられます。ボランティア活動は、

学生にとって極めて価値ある体験といえます。

　一方、地域連携センター設立の目的は、その規則に記されているように、地域貢献を総合的に行う、

とあります。本学の学生の体験学習の機会提供のみならず、本学の知的財産を地域の活性化のために

活用することもその設立目的の一つとなります。この観点から 2015 年度の活動実績をみると、人的交

流の活発化が挙げられます。これを列挙すると、岡山市教育委員会の「平成 27 年度「いきいき学校園

づくり」に係る中学校区協議会」における指導評価に人間生活学部の赤木雅宣准教授が関わっています。

そして、早島町の景観審議会委員として人間生活学部の上田恭嗣教授が委嘱されました。さらに、「平

成 27 年度早島町地域活性化検討委員会」の学生委員として文学部現代社会学科 3 年生の加門優子さん

と佐藤あいさんの２名を派遣し、６回にわたる委員会に参加しました。また、こくさいこどもフォー

ラム岡山主催の第 12 期国際塾の第２回目に文学部の広瀬佳司教授が“ユダヤ教・キリスト教・イスラ

ム教・仏教（真言宗）世界を通して学ぶ宗教の世界観と人生観”の演題で講演を行いました。さらに、

第７回目に本学非常勤講師・同時通訳者の小笠原ヒロ子氏が“English Café　～英語で泣いて・英語

で笑う～”の演題で双方向の講演を行いました。この演者の小笠原氏は本学の英文学科の卒業生です。

両講演会ともに、本学のヨゼフホールで開催されました。そして、第 12 期国際塾の卒塾式が 11 月に

本学のヨゼフホールで行われました。

　この他に、地域連携センターを窓口にして、「特定非営利活動法人お節介結婚支援機構」による学生

向け“ライフデザインセミナー”がリクルートブライダル総研研究員の落合歩氏を講師にして、本学

で開催されました。そして、岡山東税務署による“社会人になる前に必要な「税の知識」”に関するセ

ミナーが岡山東税務署の税務広報広聴官の森山健二氏を講師にして、本学で開催されました。また、

地域連携センターは、「TICAD VI 第６回アフリカ開発会議」開催に向けた岡山アフリカ勉強会「第１

回アフリカと BOP ビジネス」の後援団体となりました。

　上記のように、地域連携センターの設立目的に適う地域との連携協力の取り組みが深まっています。

この実績を土台として地域連携センターの役割のさらなる拡大が望まれます。
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Ⅰ．地域連携センターの概要

1．設立の趣旨
　地域連携センターは、本学の建学の精神に基づき、地域貢献を主たる目的とし、地方自治体、産業界、
ＮＰＯ法人等と連携し、文化の発展、教育・学術研究及び人材の育成を図り産学連携、地域活性化の
ためのシンクタンク機能などの様々な地域貢献活動を総合的に行うとともに、社会人の学び直し、生
涯学習講座の活性化に資することを目的としている。

２．概　　　要
　名　　称：ノートルダム清心女子大学地域連携センター
　開 設 日：2014 年 4 月 1 日
　スタッフ：地域連携センター長　　　　　菊永　茂司
　　　　　　地域連携センター客員教授　　木山　博雅
　　　　　　地域連携センター事務職員　　安東みさを

３．組　　　織
　組　　織：ノートルダム清心女子大学運営組織（2015（平成 27）年 4 月 1 日現在）

地域連携センター
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４．ノートルダム清心女子大学地域連携センター規則

　（目的）
第�１条　この規則は、ノートルダム清心女子大学学則第 5 条の 4 に基づき、ノートルダム清心女子大

学地域連携センター（以下「センター」という。）の設置及び運営に関し、必要な事項を定める。
　（設置）
第�２条　ノートルダム清心女子大学（以下「本学」という。）に、センターを置く。
２　センターの英語名を NDSU  Community Center とする。
　（設置の目的）
第３条　センターは、本学の建学の精神に基づき、地域貢献を主たる目的とし、地方自治体、産業界、

NPO 法人等と連携し、地域文化の発展、教育・学術研究及び人材の育成を図り、産学連携、地域活
性化のためのシンクタンク機能などの様々な地域貢献を総合的に行うとともに、社会人の学び直し、
生涯学習講座の活性化に資することを目的とする。

　（事業）
第４条　センターは、前条の目的を実現するため、次の各号の事業を行う。
　一　地域文化の発展、教育・学術研究及び人材の育成
　二　産官学連携のための支援活動
　三　生涯学習センターとの連携に関する情報提供
　四　その他、前条の目的を実現するために必要な事業
　（構成）
第５条　センターは、次の委員でもって構成する。
　一　学長
　二　学長補佐
　三　大学院研究科長
　四　学部長
　五　学科長
　六　学務部長
　七　その他、学長が必要と認めた者
　（センター長）
第６条　センターに、地域連携センター長（以下「センター長」という。）を置く。
２　センター長は、本学学長が委嘱する。
３　センター長は、センターを代表し、これを統括する。
第７条　センターに、地域連携センター会議（以下「会議」という。）を置く。
２　会議については、別に定める。
　（事務）
第８条　センターの事務は、生涯学習センター事務室において行う。
　（経費）
第９条　センターに係る諸経費は本学の予算から支弁する。
　（その他）
第 10 条　この規則に定めるもののほか、センターの運営に関し、必要な事項は別に定める。
　（改正）
第 11 条　この規則の改正は、評議会の承認を得なければならない。

　　附　則
　この規則は、2014 年４月１日から施行する。
　　附　則
　この規則は、2015 年 10 月 28 日から施行する。
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Ⅱ　実績報告

１．地域との連携協力の締結

　　　・2014（平成 26）年 6 月 1 日
　　　　　ノートルダム清心女子大学と岡山市教育委員会との連携協力に関する協定を締結
　　　・2014（平成 26）年 8 月 8 日
　　　　　早島町とノートルダム清心女子大学との包括的連携協力に関する協定を締結
　　　・2014（平成 26）年 8 月 25 日
　　　　　株式会社山陽新聞社とノートルダム清心女子大学との包括的連携協力に関する協定を締結
　　　・2014（平成 26）年 8 月 25 日
　　　　　�こくさいこどもフォーラム岡山（インターキッズ）とノートルダム清心女子大学との包括

的連携協力に関する協定を締結

２．連携協力締結後の実績

　１）岡山市教育委員会との実績

年　月　日 内　容

2016（平成28）年1月6日 岡山市教育委員会教育長から、平成 27 年度「いきいき学校園づくり」
に係る中学校区協議会における指導講評の参加依頼

2016（平成28）年2月1日
（15：00 ～ 16：45）

岡山市福南中学校において開催された、平成 27 年度「いきいき学校園
づくり」に係る中学校区協議会にて人間生活学部児童学科赤木雅宣准教
授が指導講評

　２）早島町との実績

年　月　日 内　容

2015（平成27）年7月31日 2015 年 7 月 31 日付けで人間生活学部の上田恭嗣教授が、早島町景観審
議会委員を委嘱される（任期：2 年）。上田教授は 2009 年 6 月 30 日以降、
継続しての同委員への委嘱となる。

2015（平成27）年8月21日 早島町つくぼ商工会から「平成 27 年度早島町地域活性化検討委員会」
委員への学生 2 名の派遣依頼
　（委員会の検討事項）
　　　１．早島町の空き店舗や空き家を活用した街づくりについて
　　　２．高齢化社会に伴う買い物難民（俗称）について

2015（平成27）年8月26日 早島町つくぼ商工会からの「平成 27 年度早島町地域活性化検討委員会」
委員に学生 2 名の派遣を回答
　　派遣学生：加門　優子（文学部現代社会学科 3 年）
　　　　　　　佐藤　あい（文学部現代社会学科 3 年）
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2015（平成27）年8月31日
　　　18：00 ～

平成 27 年度第１回早島町地域活性化検討委員会に学生２名が出席
　　　　　出席者：加門　優子（文学部現代社会学科 3 年）
　　　　　　　　　佐藤　あい（文学部現代社会学科 3 年）

2015（平成27）年9月14日
　　　18：00 ～

平成 27 年度第 2 回早島町地域活性化検討委員会に学生 1 名が出席
　　　　　出席者：加門　優子（文学部現代社会学科 3 年）

2015（平成27）年9月28日
　　　18：00 ～

平成 27 年度第 3 回早島町地域活性化検討委員会に学生 1 名が出席
　　　　　出席者：加門　優子（文学部現代社会学科 3 年）

2015（平成27）年10月13日
　　　18：00 ～

平成 27 年度第 4 回早島町地域活性化検討委員会に学生 2 名が出席
　　　　　出席者：加門　優子（文学部現代社会学科 3 年）
　　　　　　　　　佐藤　あい（文学部現代社会学科 3 年）

2015（平成27）年10月26日
　　　18：00 ～

平成 27 年度第 5 回早島町地域活性化検討委員会に学生 2 名が出席
　　　　　出席者：加門　優子（文学部現代社会学科 3 年）
　　　　　　　　　佐藤　あい（文学部現代社会学科 3 年）

2015（平成27）年11月9日
　　　18：00 ～

平成 27 年度第 6 回早島町地域活性化検討委員会に学生 2 名が出席
　　　　　出席者：加門　優子（文学部現代社会学科 3 年）
　　　　　　　　　佐藤　あい（文学部現代社会学科 3 年）

2015（平成27）年11月20日 委員会終了に伴い、早島町つくぼ商工会からのお礼状・報告書を受領

2016（平成28）年1月6日 早島町地域活性化検討委員会委員の学生２名が感想文を提出

　３）山陽新聞社との実績

年　月　日 内　容

2015（平成27）年6月10日
（14：45 ～ 16：15）

2015 年度「清心フェリーチェ　キャリア養成講座「就活力養成講座」
の「一歩踏み出す就活ナビ！　採用現場から見た就職活動　〜トレー
ニング編〜」の講師として、山陽新聞社　常務取締役　倉敷本社代表
土佐直樹氏を招聘
　　　演　　題：「企業はどんな学生を求めているか」
　　　開催場所：ヨゼフ A 棟　２階　1202JA

　４）こくさいこどもフォーラム岡山（インターキッズ）との実績

年　月　日 内　容

2015（平成27）年5月31日
（10：00 ～ 12：00）

第 12 期（2015 年度）こくさいこどもフォーラム岡山（インターキッズ）
第２回国際塾を本学にて開催
　　　講　　師：文学部英語英文学科教授　広瀬佳司
　　　演　　題：「ユダヤ教・キリスト教・イスラム教・仏教（真言宗）
　　　　　　　　世界を通して学ぶ宗教の世界観と人生観」
　　　開催場所：ヨゼフ B 棟  ２階　2200JB・ヨゼフホールラウンジ
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2015（平成27）年７月30日
（9：45 ～ 12：00）

第 12 期（2015 年度）こくさいこどもフォーラム岡山（インターキッズ）
公開講演会案内を全学に通知
　　　開催日時：2015 年 8 月 2 日　9：45 ～ 12：00
　　　開催場所：オリエント美術館
　　　講　　師：両備ホールディングス（株）代表取締役会長　小嶋光信
　　　演　　題：「日本の公共交通は世界の先進国のガラパゴスか」

2015（平成27）年8月2日
（10：00 ～ 12：00）

第 12 期（2015 年度）こくさいこどもフォーラム岡山（インターキッズ）
第７回国際塾を本学にて開催
　　　講　　師：本学非常勤講師・同時通訳者　　小笠原　ヒロ子
　　　演　　題：English　Café　～英語で泣いて・英語で笑う～
　　　開催場所：ヨゼフ B 棟  ２階　2200JB・ヨゼフホールラウンジ

2015（平成27）年11月15日
（12：00 ～ 14：00）

第 12 期（2015 年度）こくさいこどもフォーラム岡山（インターキッズ）
卒塾式・卒塾パーティーを本学にて開催（2200JB・ヨゼフホールラウンジ）

　５）その他の実績

年　月　日 内　容

2015（平成27）年8月4日～
2016（平成28）年3月31日

岡山県から運営を委託された「特定非営利活動法人お節介結婚支援機
構」の結婚アドバイザーに地域連携センター事務職員の「安東みさを」
が委嘱される。

2016（平成28）年2月16日
（14：45 ～ 16：15）

「特定非営利活動法人お節介結婚支援機構」による学生向け「ライフデ
ザインセミナー」を本学にて開催
　　　開催日時：2016 年 2 月 16 日　14：45 ～ 16：15
　　　開催場所：520 ＮＤ
　　　参加対象：3 年生
　　　講　　師：リクリートブライダル総研研究員　落合　歩

2016（平成28）年2月18日
（14：45 ～ 15：45）

岡山東税務署による「社会人になる前に必要な税の知識」セミナーを
本学にて開催
　　　開催日時：2016 年 2 月 18 日　14：45 ～ 15：15
　　　開催場所：640 ＮＤ
　　　参加対象：3 年生
　　　講　　師：岡山東税務署税務広報広聴官　森山　健二

2016（平成28）年3月1日 JICA 中国から「TICAD VI 第６回アフリカ開発会議」開催に向けた岡
山アフリカ勉強会『第１回アフリカと BOP ビジネス』（開催日：2016
年 4 月 15 日　開催場所：岡山県青年会館）に関する後援依頼受諾（地
域連携センター後援）
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Ⅲ　資　　料
１．早島町との包括的連携協力

20
15

年
1
月

7
日
（
木
）

 
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

 
文
学
部
 
現
代
社
会
学
科

3
年

 
加
門
 
優
子

  
「

は
や

し
ま
町
地
域
活
性
化
検
討
委
員
会
委
員
と
し
て
」

 
  

 
今

回
、

約
3

ヶ
月

間
「

は
や

し
ま
町
地
域
活
性
化
委
員
」
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
日
の
早

島
町

に
お

け
る

諸
問

題
を

目
の

当
た

り
に

し
ま

し
た

。
私

は
、

実
家

が
早

島
町

に
近

く
、

幼
少

期
か

ら
お

花
見

や
サ

イ
ク

リ
ン

グ
に

行
く

等
、

馴
染

み
の

あ
る

地
域

で
し

た
。

ま
た

、
私

は
現

在
「

地
域

社
会

学
」

を
専

攻
す

る
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

に
所

属
し
、
早
島
町
よ
り
も
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
中
山
間
地
域
に
足
を
運
び
、

空
き

家
改

修
作

業
等

も
行

っ
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
委

員
会

に
参

加
す

る
ま

で
、

早
島

町
は

あ
ま

り
危

機
迫

っ
て

い
な

い
だ

ろ
う

と
考

え
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
早
島
町
は
岡
山
市
と
倉
敷
市
の
間
に
あ
り
、

交
通

の
便

も
悪

く
な

い
か

ら
で

す
。
し
か
し
、
近
年
の
早
島
町
の
雰
囲
気
は
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

 
 
当

委
員

会
で

は
、

早
島

町
の

活
力
の
あ
る
発
展
と
生
活
の
向
上
を
目
指
す
た
め
、
「
空
き
家
・
空
き
店
舗

対
策

」
と

「
買

い
物

難
民

対
策

」
の

2
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
問
題
を
委
員
た
ち
の
議
論
で
深
め
て
い
く

形
式

で
行

わ
れ

ま
し

た
。

私
は

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
と

は
異

な
る

後
者

に
参

加
し

ま
し

た
。

普
段

は
、

学
生

同
士

の
議

論
が

多
い

た
め

意
見

が
偏

り
が

ち
で

す
が

、
当

委
員

会
で

は
幅

広
い

年
齢

層
の

人
々

が
集

結
し

て
い

る
た

め
、

私
に

は
な

い
考

え
や

委
員

の
皆

さ
ん

に
は

な
い

学
生

の
意

見
を

伝
え

る
こ

と
が

で
き

、
非

常
に

良
い

経
験

に
な

り
ま

し
た

。
し

か
し

、
対

策
を

考
え

れ
ば

考
え

る
ほ

ど
、

経
済

面
や

運
営

等
の

問
題

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
り

、
一

筋
縄

で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

 
 

上
記

か
ら

、
地

域
を

活
性

化
す

る
た

め
に

は
、

対
策

の
真

髄
が

明
確

で
あ

る
こ

と
が

最
重

要
だ

と
学

び

ま
し

た
。

も
し

土
台

が
不

安
定

で
あ

れ
ば

、
良

い
意

見
で

詰
ま

っ
た

上
部

も
崩

れ
て

し
ま

う
た

め
、

土
台

作
り

が
重

要
に

な
る

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

し
た

。
ま

た
、

高
齢

化
が

全
国

的
に

進
む

中
、

人
（

特
に

若
い

女
性

）
を

呼
び

込
む

こ
と

は
、
地
域
を
維
持
す
る
要
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。

 
 

当
委

員
会

に
参

加
し

て
、

地
域

活
性

化
に

関
す

る
議

論
が

行
わ

れ
ま

し
た

が
、

そ
の

議
論

を
実

現
さ

せ

る
た

め
に

は
、

ま
ず

は
地

域
住

民
の

気
持

ち
を

統
一

す
る

こ
と

に
あ

る
と

思
い

ま
す

。
そ

こ
か

ら
早

島
町

の
生

活
を

豊
か

に
し

、
次

の
世

代
に

受
け

継
ぐ

こ
と

に
つ

な
が

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

る
こ

と
の

で
き

る
機

会
と

な
り

ま
し

た
。

 
  ―

 ―
 ―

 ―
 ―

 ―
 ―

 ―
 ―

 ―
 ―

 ―
 ―

 ―
 ―

 ―
 ―

 ―
 ―

 ―
 ―

 ―
 ―

 ―
 ―

 ―
 ―

 
 
こ

の
度

は
、「

は
や

し
ま

町
地

域
活
性
化
検
討
委
員
会
」
に
推
薦
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

と
て

も
貴

重
な

経
験

で
あ

り
、

今
後

は
こ

の
経

験
を

活
か

し
、

地
域

に
関

す
る

研
究

に
励

ん
で

い
く

所
存

で
す

。
 

早
島
町
地
域
活
性
化
検
討
委
員
会
委
員
と
し
て

 
文

学
部

現
代

社
会

学
科

 
3
年

 

13
30

34
 

佐
藤

あ
い

 

 こ
の

度
は

、「
早

島
町

地
域

活
性

化
検

討
員

会
」
に

、
大

学
を

代
表

す
る

一
人

と
し

て
参

加
さ

せ
て

い
た

だ
き

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

滅
多

に
な

い
こ

の
よ

う
な

機
会

を
与

え
て

頂
け

た
こ

と
を

、
嬉

し
く

思
っ

て
お

り
ま

す
。

 

 
委

員
を

引
き

受
け

た
も

の
の

、
私

は
他

県
か

ら
の

参
加

と
い

う
こ

と
も

あ
り

、
早

島
町

に
つ

い
て

の
知

識
も

な
い

自
分

に
務

ま
る

の
か

、
と

不
安

に
思

っ
て

い
ま

し
た

。
し

か
し

、
初

め
て

こ
の

よ
う

な
委

員
会

に
参

加
し

、
緊

張
し

て
い

る
私

に
委

員
の

方
々

が
、

気
さ

く
話

し
か

け
て

く
だ

い
ま

し
た

。
回

を
重

ね
る

ご
と

に
、

言
葉

を
交

わ
す

方
も

増
え

、
自

分
の

考
え

を
発

言
で

き
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
こ

れ
は

、
委

員
の

方
々

お
一

人
お

一
人

が
、

お
心

配
り

を
し

て
く

だ
さ

っ
た

か
ら

で
あ

る
と

実
感

し
て

い
ま

す
。

 

 
今

回
の

委
員

会
の

メ
ン

バ
ー

の
方

々
は

、
つ

く
ぼ

商
工

会
の

方
を

は
じ

め
、

長
年

に
渡

っ
て

早
島

町
に

関
わ

っ
て

き
た

方
ば

か
り

で
あ

り
、

各
々

か
ら

「
早

島
町

」
へ

の
強

い
思

い
入

れ
を

感
じ

ま
し

た
。

そ
の

中
で

、
学

生
と

い
う

立
場

の
私

が
、「

早
島

町
の

未
来

の
た

め
に

貢
献

で
き

る
こ

と
は

何
で

あ
る

の
か

」
を

委
員

会
の

度
に

考
え

ま
し

た
。

そ
の

ヒ
ン

ト
と

な
っ

た
の

は
、

大
学

の
講

義
や

、
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
で

得
た

こ
と

で
し

た
。

私
と

し
て

は
、

初
め

て
の

委
員

会
だ

か
ら

こ
そ

の
着

目
点

で
意

見
を

述
べ

る
こ

と
が

で
き

た
の

で
は

な
い

か
と

思
っ

て
い

ま
す

。
私

が
述

べ
た

案
は

、
他

地
域

の
空

き
家

再
生

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
例

を
用

い
て

、
空

き
屋

を
①

地
域

住
民

の
憩

い
の

場
と

し
て

提
供

す
る

。
ま

た
、

②
N

PO
団

体
や

障

が
い

者
の

方
た

ち
へ

の
事

業
所

と
し

て
の

貸
し

出
し

等
で

す
。

 

一
方

、
こ

の
委

員
会

を
通

し
て

、
幅

広
い

年
齢

層
、

立
場

の
異

な
る

人
が

集
ま

っ
て

意
見

を
ま

と
め

る

難
し

さ
を

痛
感

し
ま

し
た

。
様

々
な

立
場

の
方

が
委

員
に

な
ら

れ
て

い
る

と
い

う
事

も
あ

り
、

自
分

の
立

場
を

模
索

す
る

こ
と

も
あ

り
ま

し
た

。
自

分
が

発
す

る
一

言
一

言
に

意
味

が
あ

り
、

そ
し

て
責

任
も

伴
う

の
だ

と
感

じ
ま

し
た

。
 

約
3
ケ

月
と

い
う

短
い

期
間

で
は

あ
り

ま
し

が
、
委
員

の
一

人
と

し
て

、
携

わ
る

こ
と

が
で

き
た

こ
と

を
無

駄
に

す
る

こ
と

な
く

、
今

後
も

勉
学

に
励

み
た

い
と

思
い

ま
す

。
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〈早島町地域活性化検討委員会〉
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２．その他

　１）　ライフデザインセミナー

〈ライフデザインについて真剣に学ぶ学生たち〉 〈ライフデザインセミナー会場案内〉

〈ライフデザインセミナー開催案内チラシ〉 〈ライフデザインセミナーアンケート〉

妄想用婚姻届で考えるライフデザインセミナー アンケート  

■学校名・授業名 

Q1 (A)本セミナーについて、どのように思いましたか？ 

 ５.大変良かった  ４.良かった  ３.どちらでもない  ２.あまり良くない  １.まったく良くない 

(B) その理由をお聞かせください。 

最後に、本セミナーについてのご意見や改善点、ご感想をご自由にお書きください。 Q6 

■お名前 

このたびは、ライフデザインセミナーを開催させていただき、誠にありがとうございました。今後、本セミナーを発展させ、
学生の未来に役立つ内容にするため、皆様からのご意見をいただきたいと思いますので、お手数ですがご記入よろしくお願
い申し上げます。 

Q2 本セミナーを学生に対して実施することは有意義だと思いましたか？ 

 ５.とてもそう思う  ４.そう思う  ３.どちらでもない  ２.あまりそう思わない  １.まったくそう思わない 

Q3 本セミナーを広く学生に実施した方がよいと思いましたか？ 

 ５.とてもそう思う  ４.そう思う  ３.どちらでもない  ２.あまりそう思わない  １.まったくそう思わない 

Q4 貴校で今後も実施していきたい内容だと思いましたか？ 

 ５.とてもそう思う  ４.そう思う  ３.どちらでもない  ２.あまりそう思わない  １.まったくそう思わない 

本セミナーを多くの学生の方に受講していただくためには、今後どのようにしていけばよいか、ご意見があ
ればお書きください。 

Q5 

アンケートにご協力いただきまして、ありがとうございました。 
奈良県 こども・女性局 子育て支援課 
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　２）　社会人になる前に必要な「税の知識」セミナー

〈税の知識について熱心に学ぶ学生たち〉
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